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グローバルレスポンシブルビジネス 
 
― ICT による社会・経済インパクト ー 
 
 
誰も取り残されない、持続可能で信頼できるヒューマンセントリックな社会の実現に向けて、SDGs をはじめとする社会
課題解決に資する取り組みを通じて我々の存在意義を浸透させ、世界から最も信頼される企業になることを目指します。 
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目標 
 2030 年までに達成する長期目標  

 

富士通グループは、ヒューマンセントリックな社会の実現に向けて、SDGs をはじめとする社会課題解決に資する取
り組みを発信していくことで、世界から最も頼られる企業のひとつとして認知される。 

SDGs への取り組み 
 
 

 

 

 

 

 

⇩ SDGs への取り組み  ⇩ 推進体制   ⇩ 具体的な活動  
 

SDGs への取り組み 
 
2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：SDGs）は、先進国を含めた世界全
体が 2030 年までに達成すべき共通の目標です。その目標達成に向けて、民間企業の技術やイノベーション力を積極的に
役立てていくことが強く求められています。 
富士通グループは、かねてより、共創を通じて持続的に社会にインパクトを与える成果を生み出す、「ヒューマンセント
リック・インテリジェントソサエティ」の実現を目指して、テクノロジーを活用するとともに新たなイノベーションを創
造してきました。この活動と、国際社会が SDGs の達成に向けて取り組む方向性は、一致していると認識しています。 
そのため、成長戦略である「つながるサービス」実現に向けたエコシステムの要素の 1 つとして SDGs を位置付け、SDGs
から導き出される社会課題の解決を新たなビジネスチャンスと捉えています。そして、世界の“共通言語”である SDGs
への取り組みを、国際機関や各国政府、民間企業、NGO といった様々な組織との幅広い協働の機会とし、多くのパート
ナーとの協働を通じて多面的にアプローチすることで、より大きな規模での社会価値の創造とその最大化を図ります。 
また、国際社会共通の目標と富士通グループが果たすべき役割を重ね合わせて考えることで、既存のやり方にとらわれず
自らの経営やビジネスを柔軟に変容していきます。このように、社会からの期待と要請に応えて自らを見つめ直し、持続
的に成長していくための経営戦略のツールとして、SDGs を積極的に活用していきます。 
その第一歩として、富士通グループが事業の中心であるデジタル技術を活用することで、より大きな価値をもたらす可能
性がある分野として、6 つの分野を重点的に取り組んでいます。 
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推進体制 
 
SDGsへの取り組みをより大きな規模での価値創造と自らのビジネスの変革に確実に結び付けていくために、富士通では、
コーポレート部門・営業部門・事業部門の各役員を含むメンバーを中心に、富士通研究所や富士通総研などの関連部門も
一体となった全社横断プロジェクトを推進しています。コーポレート部門は主に持続可能性や社会的責任の視点、営業部
門はビジネス化の視点、事業部門はソリューションの視点から、社会課題解決を起点とするビジネスの検証と推進を連携
して行い、社会価値と経済価値の共創という新たな形に結び付けていきます。 
 

 
 

具体的な活動 
 
持続可能な水産業の実現に向けた支援 
 
インドネシアでは、養殖業・漁業が雇用創出と漁村開発を促進する
と期待されている一方で、安定した水産資源の確保に向けた生産技
術の確立と人材育成が課題となっています。  
 富士通は、公立はこだて未来大学を中心とした SATREPS の共同研
究プロジェクト注 1 に参画し、ICT を活用した持続可能な水産業の実
現に取り組んでいます。本取り組みの中で、富士通は、インターネ
ットによる学習プラットフォーム「Fisdom（フィズダム）」を活用
し、養殖業の担い手育成を支援しています。研究者が講師となり養
殖技術や専門的な機器の使い方を動画で講座にすることで、インド
ネシアの島々に散在する養殖業の担い手が、専門知識の習得を行う
ツールとして利用しています。 
富士通は、養殖業の人材育成や水産資源の安定供給を ICT のテクノロジーでサポートし、持続可能な発展に貢献していき
ます。 
 
注1 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）と独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実施する 「地球規模課題対応国際科

学技術協力プログラム（SATREPS）」  
共同研究プロジェクト参画機関 ：公立はこだて未来大学 、東京農業大学、八戸工業高等専門学校、豊橋技術科学大学、Upside
合同会社、一般財団法人ニューメディア開発協会、富士通株式会社 

 
 
 
 
 

インドネシア国内でのオンライン学習プラットフォーム
説明会の様子 

推進体制図 
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「かながわ SDGs パートナー」に認定 
 
富士通は、神奈川県が推進する「かながわ SDGs パートナー」に認定されました。  
「かながわ SDGs パートナー」は神奈川県が SDGs 推進に資する事業を展開している企業を登録する制度で、登録企業の
取り組みを県が発信するとともに、登録企業と県が連携して SDGs の普及啓発活動を行うことで、県内企業における SDGs
の取り組みの裾野を広げることを目指しています。 
富士通では、神奈川県や登録企業との連携を強化し、神奈川県内における SDGs の浸透を進めていくとともに、国内のみ
ならずグローバルの各地域においても SDGs の普及啓発に向けて取り組んでまいります。 
 

 
 

WIPO GREEN への参画 
 
富士通は、自社の保有する環境技術を広く社会に普及させ、地球環境保全に貢献することを目指し、国連の専門機関であ
る世界知的所有権機関（WIPO）が運営する、環境技術やサービスの移転マッチングの枠組み「WIPO GREEN」に、パー
トナーとして 2017 年 9 月より参画しています。  
富士通はすでに 400 件以上の知的財産を WIPO GREEN に登録しており、技術ライセンス供与を進めています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2018 年 9 月には、「WIPO GREEN」のデータベースに登録した環境技術のうち、「地域特性の見える化技術」「生物種同
定および生息適性予測に関する技術」について、国立大学法人九州大学、国立大学法人琉球大学と、それぞれ知財ライセ
ンス契約を締結しました。  
富士通では、引き続き、環境技術の普及と技術移転によるオープンイノベーションを推進し、SDGs 達成に向け貢献して

WIPO GREEN への参画 

登録式の様子 
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いきます。 
 

国連開発計画（UNDP）・東北大学との連携 
 
富士通は 2017 年 3 月、国連開発計画（UNDP）と東北大学・災害科学国際研究所が設置した災害統計グローバルセンタ
ー（GCDS）に新たに設置される、「グローバルデータベース」の構築・運営に関するパートナーシップを締結しました。 
富士通は、災害統計データの蓄積基盤であるグローバルデータベース（GDB）の設計・構築を無償で支援するほか、GDB
の活用に向けて、寄付による支援を行っています。2018 年度にはインドネシアにおけるプロトタイプを構築するととも
に、UNDP 主催によるワークショップ等で、政府機関や他のグローバル企業とともに、防災対策に対する ICT 企業が貢献
できる役割について共有しました。 
富士通は、この活動を通じ、開発途上国の防災能力向上を支援し、巨大自然災害に備える社会づくりに貢献していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SDGs 貢献事例 
 
富士通では、社員一人ひとりが業務のなかで SDGs を意識し、提案活動やソリューション展開ができるよう、自らの取り
扱うサービスやソリューションと SDGs とのつながりを理解する取り組みを 2018 年度よりはじめました。 
SDGs が社会に浸透しつつあるなかで、SDGs の企業行動指針である『SDG Compass』（注 2）や『社会経済的影響の測定 
企業向けガイド』（注 3）を参考に、事業活動を経済的・環境的・社会的な影響に置き換え、リザルトチェーンのつなが
りで表現することで、サービスやソリューションの訴求ポイントを体系立てた整理を進めています。 
この活動を通じて、まとめられた成果は SDGs 貢献事例として紹介していきます。 
 
 詳細につきましてはホームページをご覧ください。 

https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/sdgs/ 
 
注2 『SDG Compass』：GRI（グローバル・レポーティング・イニシアティブ）、国連グローバル・コンパクトおよび WBCSD（持続

可能な発展のための世界経済人会議）が共同で作成。 
https://sdgcompass.org 

注3 『社会経済的影響の測定 企業向けガイド』：WBCSD（持続可能な発展のための世界経済人会議）作成。 
https://www.wbcsd.org/Programs/Redefining-Value/External-Disclosure/Reporting-matters/Resources/Measuring-Socio-
Economic-Impact-A-guide-for-business 

災害統計グローバルデータベース構築支援事業 

https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/sdgs/
https://sdgcompass.org/
https://www.wbcsd.org/Programs/Redefining-Value/External-Disclosure/Reporting-matters/Resources/Measuring-Socio-Economic-Impact-A-guide-for-business
https://www.wbcsd.org/Programs/Redefining-Value/External-Disclosure/Reporting-matters/Resources/Measuring-Socio-Economic-Impact-A-guide-for-business
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